
 

23 日獣発第 246 号 

平成 23 年 10 月 31 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

社団法人 日本獣医師会 

会 長  山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

「ペットフード用及び肥料用の肉骨粉の 

当面の取扱いについて」の一部改正について 

 

平成 23 年 10 月 18 日付け 23 消安第 3664 号をもって、農林水産省消

費・安全局畜水産安全管理課長から別添写しのとおり通知がありました。 

このたびの通知は、今般、米国との家畜衛生条件が締結され、海外か

らのペットフード用肉骨粉等の輸入が解禁されることに伴い、輸入業者

に対して、独立行政法人農林水産消費安全技術センターが、当該ペット

フード用肉骨粉等の製造等が一定の基準に適合することを確認すること

により、肉骨粉等の牛用飼料への交差汚染を防止することとし、また、

併せて製造業者に係る製造基準の確認、変更等に係る諸手続きの変更も

行うこととして、「ペットフード用及び肥料用の肉骨粉の当面の取扱いに

ついて」（平成 13 年 11 月１日付け 13 生畜第 4104 号農林水産省生産局

長・水産庁長官通知）を別紙のとおり改正したので、本会会員への周知

を依頼されたものです。 

貴会関係者へ周知していただきたくお知らせいたします。 

 

本件内容の問合せ先 

 日本獣医師会事業担当 長野 

 TEL  03－3475－1601 
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